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 今回、私はイギリスでの語学研修プログラムに参加しました。これまで２回、大学が主催する海外プログラ
ムに参加したことがありましたが、自分の英語力の無さを常に感じてきました。英語の母国であるイギリス
で２４時間英語漬けの生活を送り、英語でのコミュニケーション力を高めたいと思ったことと、長期休みに
海外での研修に必ず参加できる保証があるタイミングは学年的にも今回で最後になるかもしれないと思った
ことが今回の研修に参加しようと思ったきっかけです。

 カンタベリーでの生活
カンタベリーというイギリス南東部に位置する田舎街に滞在しました。ロンドンからは車または電車で

1 時間半程度で到着できます。街のどこにいても世界遺産のカンタベリー大聖堂を見ることができ、イギリス
らしい古い建築物が数多く残る美しい街です。中心部にはスーパーや外貨両替サービス、レストランやイギ
リス特有の酒場であるパブも多く存在し、治安が良く過ごしやすい土地でした。

気温は日本と大差ありませんでした。ただ、昨年は大寒波が襲ったということでしたので、体温調節がし
やすい服を持っていくといいと思います。 
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 コンコルドインターナショナルと授業について
研修先は大学ではなく、コンコルドインターナショナルという現地の語学学校に通いました。

月～木は午前午後と授業があり、金曜日は午前のみ授業がありました。それ以外の時間はフリーです。 

登校初日にテストがあり、それぞれのレベルに合わせたクラス分けが行われます。午前のクラスでは文法
を中心に学びつつ、リスニングやリーディング、スピーキング力を総合的に伸ばせる内容でした。テキスト
を用いて問題を解くこともあれば、TED やイギリスの番組を見ることもありました。午後は General クラス
というスピーキングやリスニングに比重を置いたコミュニケーション力を鍛えるクラスか、IELTS クラスと
いう留学や海外勤務でをする際に自身の英語力を証明する資格試験対策クラスかを選択することが出来まし
た。私は General クラスを選択しました。私のクラスでは、。先生が用意したプリントに沿って自分の考えを
英語で説明したり相手の話すことを理解したりしました。特にペアでのディスカッションをする時間が多く
ありました。最終週の午前クラス以外のクラスはほとんどの人が日本人でした。ただ府大生は 2,3 人でした
ので緊張感をもって授業に参加できました。10 人程度の少人数でしたので、積極的な発言や質問が飛び交う
良い雰囲気でした。 

 文法事項を英語で勉強するので、「時制」、「現在完了形」が英語でそれぞれ「tense」、「present continuous」
と言うなど、文法用語そのものが英語で何というかを事前に勉強していくといいかと思います。 

 現地には日本人スタッフの鶴貝さんという方がいらっしゃいました。休日のプランの相談や外泊をする際
のホストファミリーへのレター作成などで様々なサポートをしてくださいました。また、学校主催で BBQ 
Party やイギリスの伝統行事である Pancake Day が行われるなど、楽しめました。 

 ホストファミリー
私にとって初めてのホームステイということもあり、イギリスに行く前はとても不安でした。しかし、実

際に行って会ってみると全員いい人達ばかりでした。私のホストファミリーはホストファザー、ホストマザ
ー、双子の男の子の 4 人家族でした。日本からのお土産としては日本酒、抹茶味の饅頭、たのしいおすしや
さんを持って行きました。日本酒は大人 2 人から「Sake!」と言って喜ばれました。たのしいおすしやさんは 
知育菓子で、子供たちと仲良くなるきっかけにできました。 

晩御飯は 1 品で、塩コショウやケチャップなどが常に食卓に並び、自分で好みの味付けをする点はとても
イギリスらしいと感じました。お酒や食後のコーヒーや紅茶をよく勧めてくれました。

ホストファザーとホストマザーには、その日一日のことを話したり、お土産を買うのにおすすめのお店を
訊いたり実際に連れて行ってもらいました。子どもたちとはレゴやジグソーパズルをして遊びました。滞在
期間中に双子の誕生日が来たため、一緒にお祝いしました。 
 私のホームステイ先の家にはゲストルームのような部屋があり、専部屋だけでなくバスルームも自分専用
で用意してくれたためとても快適に過ごせました。 

建物外観（Arnett House） 授業で使用した教室 担当の先生と 

BBQ Party にてスペイン人と スタッフ手作りハンバーガー Pancake Day にて 



 休日の過ごし方
休日は基本的に自分でプランを立てて好きな場所に行きます。また、土曜日には学校が府大生用にオプシ

ョナルツアーを企画してくれました。現地スタッフの鶴貝さんと一緒に、1 週目はグリニッジ、2 週目はケン
ブリッジに行きました。日曜日にはロンドンに行き大英博物館などを見て回ったり、ストーンヘンジやウィ
ンザー城をめぐるツアーに個人的に参加しました。また、金曜日の午後からはドーヴァー城やウィスタブル
という港街に行きました。どの場所でもイギリスの文化や空気に触れることができ、リフレッシュできまし
た。
 特にロンドンでは詐欺やスリ被害が多いため、注意が必要です。また、イギリス全体に言えることですが、
パブやレストラン以外の店は 17 時以降に閉まってしまうこと多いため、スケジュールを組む際には考慮に入
れておいた方がいいと思います。 

 最後に
今回の留学を通して、自分の英語力はまだまだであると改めて
痛感しました。生で使われているリアルな英語に触れることは
確実に相手のことを理解して伝える力に結びつきます。私自身、
到着してすぐは先生たちが何を話しているのかほとんど理解でき
ずにいましたが、最終的には少しずつ自分の考えを伝えられる
ようになるなど、研修期間中にも自分の成長を実感する場面が
ありました。この研修は、自分の英語力にはそこそこの自身がある
人がさらなるスキルアップを目指したい、という人に強く
オススメです。周囲の高いレベルの英語に揉まれることは日本で
中々経験できないことだと思います。

毎日が刺激的で有意義な時間でした。長文になりましたが、 
これから語学研修や留学を考えている人の参考になればと思います。 

自室の様子 ディナー ホストファミリーと

ウィスタブルでの生牡蠣 バッキンガム宮殿にて ケンブリッジ大学 キングスカレッジ


